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Ａ．公開セミナーなどの一般向け啓蒙活動
・6月9，10日の二日間、総会に合わせて公開講座「特別支援教育と応用行動分析」を神戸で開催した。初日は、北海道教育大の高畑庄蔵先生をお招きしてＡＢＡワークショップを開いた。二日目は兵庫教育大の柘植雅義先生を基調講演者にお招きして、講演会を実施した。
・5月26日、つみきの会の下部団体である明石発達支援クラブ主催で、「発達障害児の問題を考える明石市民フォーラム」を実施した。

・7月5－7日、日本小児神経学会の患者会展示に初参加。学会参加者にリーフレットとＤＶＤを医師に限り無料配布した。

Ｂ．定例会などの会員向け交流活動
・昨年度は新入会員（正会員）が300名を超え、正会員総数も、3月につみきの会としては初めて1000人に達した。

・昨年度も仙台、東京、新潟、北陸、名古屋、大阪、神戸、福岡の各地で会員向けの定例会を3～6回程度実施した。大阪年少組定例会は2006年度末で活動を中止していたが、9月に新しい支部スタッフで活動を再開した。一方、仙台支部は親スタッフの減少に伴い、3月末で活動を停止した。大阪年長支部も3月末に解散した。

・三重（6月）、札幌（2月）、水戸（3月）で単発の交流会を実施した。
・つみきメーリングリストを通じての情報交換が今年も活発に行なわれた。2006年3月から2008年3月までの１年１ヶ月、メールマガジン「ミニマガつみき」を週１回発行した。
・つみきＭＬのダイジェストを「つみき通信」として、レター会員向けに毎月送付していたが、2006年度にレター会員の新規募集を中止したことを受けて、2008年3月を持ってつみき通信の送付を中止した。

Ｃ．講習会などの療育支援事業
・昨年度も東京、名古屋、大阪、神戸の４ヶ所で4～12回程度、セラピスト勉強会を実施した。セラピストだけでなく、養護学校教員、小学校教員、福祉施設職員など、様々な療育関係者が参加して、ＡＢＡを学んだ。
・大阪、東京で支部スタッフ向けの親講習会を実施した。また5月に「数の教え方」に関する講習会を催した。
Ｄ．発達障害児・者への直接支援事業

・つみきの会は、自前のセラピストを多数養成して、親の家庭療育を支援する体制を整えることを目指している。その一歩として、昨年度は初めて常勤セラピストを雇用し、将来の基幹セラピスト候補として訓練を施した。また数名の非常勤セラピストを雇用し、会員宅でホームセラピーを実施した。

・明石市の本部事務局で行なっている「明石発達相談」と大阪道頓堀で行なっている「道頓堀発達相談」は、これまで藤坂代表の個人事業だったが、昨年秋からつみきの会の直接支援事業とし、収益はつみきの会に納めることとした。
Ｅ．書籍、ビデオ、教材などの頒布事業

・6月29日に、つみきの会の初めてのリーフレットが完成し、全国の発達支援センターなど、各方面に無料配布した。

・つみきＢＯＯＫと付属ビデオをそれぞれ300部余り発行した。

Ｆ．発達障害に関する研究及び研究助成事業

・９月から10月にかけて第4回の会員向けアンケート調査を実施した。今回は初めて郵送により、回収率の増加を図った。結果として回収率は全体で62％に達し、従来よりも信頼度の高い調査を実施することができた。

・秋から厚生労働科学研究「発達障害の新しい診断・治療法の開発に関する研究」自閉症研究班に参加し、自閉症療育の様々な方法の効果を比較する共同研究を行なうことになった。具体的には2008年度4月より、1年間のＡＢＡ家庭療育を親の手で実施して、その前後の子どもの変化を測定することになった。昨年度はその準備段階として、2月から研究に参加する家族を募集し、3月から事前説明会を複数回実施した。
以上、ご報告します。
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